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平成22年1月15日第171号【 7 】 市 議 会 だ よ り

は
い
つ
店
を
閉
じ
る
か
予
想
が
つ

か
な
い
が
。

　
　
全
体
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
は

可
能
で
あ
る
。
商
業
面
で
は
専
門

的
な
知
識
が
必
要
で
あ
る
の
で
、

商
業
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
に
委
託
し

て
い
く
。

◆
ま
ち
づ
く
り
会
社
の
整
理
は

　
　
ま
ち
づ
く
り
会
社
は
シ
ャ
ッ

タ
ー
通
り
に
見
切
り
を
つ
け
た
の

で
は
な
い
か
。
塩
尻
商
工
会
議
所

は
出
資
金
や
取
締
役
派
遣
は
考
え

て
い
な
い
と
言
う
が
、
市
も
出
資

金
は
回
収
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

　
　
取
締
役
の
退
任
は
資
本
の
増

強
や
人
材
確
保
の
整
備
が
達
成
で

き
な
か
っ
た
こ
と
が
要
因
で
あ
り
、

見
切
り
を
つ
け
た
の
で
は
な
い
。

出
資
金
は
活
性
化
協
議
会
の
今
後

の
行
動
を
見
て
決
定
し
た
い
。

　
　
国
道
19
号
と
都
市
計
画
道
路

高
校
北
通
線
交
差
点
信
号
機
設
置
は
。

　
　
長
野
国
道
事
務
所
及
び
長
野

県
警
察
本
部
と
設
置
の
方
向
で
協

議
を
進
め
て
い
る
。

◆
九
里
巾
交
差
点
の
四
車
線
改
良
は

　
　
政
権
交
代
に
よ
る
九
里
巾
の

四
車
線
改
良
は
ど
う
な
っ
た
か
。

　
　
１１
月
末
ま
で
に
九
里
巾
交
差

点
を
中
心
と
し
て
南
北
延
長
約
９００

m
の
測
量
が
行
わ
れ
平
成
２２
年
度

で
は
概
ね
4
〜
5
億
円
の
予
算
要

望
を
し
て
い
る
。

◆
高
原
通
り
の
交
差
点
改
良
は

　
　
高
原
通
り
線
は
渋
滞
道
路
で

あ
り
早
急
の
改
良
が
必
要
と
思
う

が
。

　
　
交
差
点
改
良
は
渋
滞
解
消
の

有
効
な
手
段
で
あ
り
事
業
化
が
可

能
で
あ
る
か
検
討
し
て
い
く
。
ま

た
諏
訪
倉
庫
北
側
に
つ
い
て
は
道

路
の
拡
幅
改
良
及
び
交
差
点
改
良

を
並
行
し
て
優
先
的
に
検
討
し
て

い
く
。

◆
両
小
野
国
保
診
療
所
の
運
営
は

　
　
診
療
所
は
9
月
末
時
点
で
赤

字
額
が
2
千
５００
万
円
に
達
し
経
営

状
況
は
依
然
と
し
て
厳
し
い
が
経

営
の
安
定
化
を
図
る
べ
く
無
床
化

す
べ
き
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

　
　
経
営
改
善
を
図
っ
た
が
診
療

報
酬
が
低
く
な
り
年
度
末
に
は
6

千
万
円
が
生
じ
る
も
の
と
想
定
し

て
い
る
。
可
能
な
限
り
の
改
善
の

方
策
や
損
益
勘
定
留
保
金
か
ら
の

補
填
も
視
野
に
入
れ
運
営
を
検
討

し
た
い
。
無
床
診
療
所
へ
の
移
行

は
経
営
研
究
委
員
会
で
協
議
し
た

い
。

　　　　　　　　　　　◆
イ
ト
ー
ヨ
ー
カ
堂
撤
退
と
空
き

　
ビ
ル
の
活
用
策
は

　
　
再
確
認
し
た
い
。
市
の
考
え

方
は
、
一
・
二
階
の
後
継
テ
ナ
ン

ト
の
目
途
が
つ
い
た
時
点
で
議
会

に
諮
り
ヨ
ー
カ
堂
と
交
渉
に
入
る
。

三
階
に
つ
い
て
は
、
商
業
以
外
の

民
間
施
設
や
公
共
の
集
会
場
、
子

育
て
支
援
施
設
等
が
考
え
ら
れ
る

と
言
う
こ
と
で
理
解
し
て
よ
い
か
。

　
　
三
階
は
、
ヨ
ー
カ
堂
か
ら
商

業
以
外
の
民
間
施
設
、
公
共
施
設

を
と
呼
び
か
け
ら
れ
て
い
る
。

◆
塩
尻
ま
ち
づ
く
り
会
社
に
つ
い
て

　
　
塩
尻
商
工
会
議
所
か
ら
、
今

の
会
社
を
そ
の
ま
ま
引
き
継
ぐ
こ

と
は
非
常
に
困
難
、
と
の
回
答
、

大
株
主
と
し
て
の
市
の
対
応
は
。

　
　
必
要
不
可
欠
な
組
織
で
あ
る

の
で
、
意
欲
の
あ
る
若
者
が
立
ち

上
が
れ
ば
支
援
も
可
能
。
最
近
、

若
手
商
業
者
が
立
ち
上
が
っ
て
き

た
と
の
話
を
聞
い
て
い
る
。

◆
地
下
水
を
守
る
取
り
組
み
は

　
　
水
道
水
源
を
保
全
す
る
た
め

特
に
必
要
な
区
域
と
し
て
市
の
申

出
に
よ
り
知
事
が
指
定
す
る
も
の

と
し
て
、
ゴ
ル
フ
場
の
建
設
、
廃

棄
物
の
最
終
処
分
場
等
を
規
制
し

て
い
る
が
、
現
在
市
内
に
指
定
さ

れ
て
い
る
地
区
は
あ
る
か
。

　
　
現
在
指
定
し
て
い
る
所
は
な

い
。
現
在
策
定
中
の
、
水
道
ビ
ジ

ョ
ン
の
な
か
で
位
置
づ
け
を
検
討

し
て
い
く
。

　
　
東
山
地
区
に
産
業
廃
棄
物
最

終
処
分
場
の
計
画
が
あ
る
、
予
定

地
周
辺
の
地
下
水
脈
調
査
は
ど
の

よ
う
に
行
っ
て
い
る
か
。

　
　
特
に
行
っ
て
い
な
い
。
古
文

書
等
で
現
状
把
握
し
て
い
る
。

　
　
自
己
水
源
か
ら
取
水
の
各
浄

水
場
に
お
け
る
浄
水
費
用
は
。

　
　
全
体
で
は
m
当
り
３０
・
５１
円
、

床
尾
５９
円
、
芦
ノ
田
４８４
円
、
小
曽

部
６１
円
、
片
丘
１００
円
、
上
西
条
４２

円
、
規
模
の
小
さ
い
も
の
、
規
模

に
対
し
て
配
水
量
の
少
な
い
も
の

は
割
高
な
状
況
に
あ
る
。

◆
水
需
要
動
向
、
水
道
施
設
の
統

　
廃
合
に
つ
い
て

　
　
平
成
19
年
度
の
年
間
配
水
量

は
、
18
年
度
比
45
万
m
余
の
減
、

沓
沢
水
源
の
35
万
m
余
、
烏
川
水

源
の
39
万
m
余
を
超
え
る
が
統
廃

合
の
予
定
は
。

　
　
節
水
器
具
や
節
水
意
識
の
向

上
に
よ
り
、
平
成
２０
年
度
有
収
水

量
は
１９
年
度
比
４.１
％
の
減
少
。
今

後
も
減
少
が
予
想
さ
れ
る
た
め
、

水
源
施
設
も
含
め
た
水
道
施
設
の

統
廃
合
や
ポ
ン
プ
施
設
の
削
減
等

を
基
本
構
想
、
水
道
ビ
ジ
ョ
ン
で

取
り
ま
と
め
て
い
く
。

◆
国
民
健
康
保
険
財
政
に
つ
い
て

　
　
国
保
財
政
の
見
通
し
は
。

　
　
5
年
間
連
続
で
税
率
を
据
え

置
い
て
き
た
が
、
歳
入
・
歳
出
収

支
額
か
ら
前
年
度
繰
越
金
を
差
し

引
い
た
単
年
度
経
営
収
支
が
年
々

減
少
し
て
お
り
、
出
来
る
だ
け
早

い
時
期
に
方
向
付
け
を
し
て
い
き

た
い
。
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５０周年事業「ふるさとのまつり」で
にぎわいを見せるイトーヨーカ堂前

両小野国保診療所

中
心

市
街
地
の

活
性
化
策
は
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